
 

 

外国語科学習指導案（例） 

 （英語科学習指導案でもよい）

 令和・年・月・日（・）・校時 

  ・・・・学校・年・組・・名

 指導者　JTE  ・・　・・ 

        ALT　・・　・・ 

１□単元名　Unit・　・・・・・・　 

　　　　　　・・・・・・・・・・（教科書名） 

 

２□本単元で扱う領域における「ＣＡＮ-ＤＯリスト形式」による学習到達目標（第・学年） 

聞くこと 読むこと
話すこと 話すこと 書くこと

［やり取り］ ［発表］

 

３□単元における指導構想   　　 

　○教材観 

　○生徒観 

　○指導観 

 

 

 

 

 

 

４□単元の目標 

□□友達の意見等を踏まえた自分の考えや感想をまとめるために、野菜の歴史について書かれた英文

　を読み、読んだことを基に考えたことや感じたことを、英文を引用したり内容に言及したりしなが

 　ら伝え合うことができる。

 

 

 

５□単元の評価規準（「話すこと［やり取り］」の評価規準） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 〈知識〉      友達の意見等を踏まえた自分 友達の意見等を踏まえた自分

 受け身や現在完了形の特徴や の考えや感想をまとめるため の考えや感想をまとめるため

 きまり、引用するための表現 に、社会的な話題（野菜の歴 に、社会的な話題（野菜の歴

 を理解している。 史）に関して読んだことにつ 史）に関して読んだことにつ 

 〈技能〉 いて、考えたこと感じたこと いて、考えたこと感じたこと

 野菜の歴史について考えたこ などを、英文を引用するなど などを、英文を引用するなど

 とや感じたことなどを、受け して伝え合っている。 して伝え合おうとしいる。 

 身や現在完了形などを用いて        　　　文末「～している」         文末「～しようとしている」

 伝え合う技能を身に付けてい

る。  　　 文末「～している」

　※実際の指導と評価に当たっては、他の領域（「読むこと」など）

　　の評価規準も設定することが考えられる。 

資質・能力の三つの柱に分けず、一文の能力記述文（「～できる。」）で目標を示す。

本単元で扱う領域を太枠で囲む。

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語」（令和２年３月 国研）を参考に，

単元の目標や評価規準等を作成する。次の４，５，６は，参考資料の事例１を参照。

 各校で定めている「CAN-DOリスト」を記載し、学習到達目標との関連を明確にする。 

 この単元で、どのような資質・能力を目指すのかを明確に記述する。 

＊これらはあくまで例示であり、より重点化したり、より端的に記載したりすることも考えられますので、目標に照らして、観点別の 

　 評価を行う上で必要な要素が盛り込まれていれば、語順や記載の仕方は必ずしも例示の通りである必要はありません。

 ※ 　 　 　 　 目的等　 　 　 　 　 話題      

            　内容　 　 　　　　言語材料    



 

 

 

 

 

６□指導と評価の計画（８時間） 

 
時間 ねらい（■）、言語活動等（丸数字）

 評　　価

 知 思 態 備考
 

   １ ■単元の目標を理解する。

  ■教科書の対話文を読み、引用するなどしながら考えたこ
   　とや感じたことなどを伝え合う。

   ①自己目標を設定する。

 ②教科書の対話文を読み、読み取れた内容に関する自分の  

 　考えや感じたことなどをペアで伝え合う。  

 ③対話文で使われている未知の語の意味や受け身の構造と  

 　意味を理解する。  

 ④英文を引用するための英語表現を学ぶ。（Student A  

 　says、 “～.” According to student A、....など） 

 ⑤再度、対話文の内容に関して、引用しながら考えや感想

 　などを別のペアで伝え合う。 

 ⑥ペアで話した内容を踏まえ自分の考え等を書く。

  

  ２

 

～

 

 ６

 

 ７ ■ピクチャー・カードを使い、受け身や現在完了形などを  ＜活動観察＞ 

 　正しく用いながら、教師やＡＬＴに教科書の全ての本文  ・特定言語材料を使

 　内容について説明する。  　用しなくてはなら

 ①ペアになり、相手を教師やＡＬＴにみたてて、教科書本  　ない文脈で用いる

 　文内容についてピクチャー・カードを使いながら説明す  　ことができるか。 

 　る。  ・「話すこと［やり

 ②一人一人が教師やＡＬＴに教科書本文内容を説明する。 ○ 　取り］」の言語活

  　動で、特定言語材

  　料を用いて自分の

  　考えなどを伝え合
  　う技能を身に付け

 　ているか。

 ８ ■初見の文章を読み、引用するなどしながら考えたことや     ＜活動観察＞ 

 本時 　感じたこと、その理由などを伝え合う。    ・初見の文章を読み、

 ①スピーチ原稿を読み、考えなどをペアで伝え合う。 ○ ○ ○ 　読んだことについ

 ②ペアで話した内容を書く。 　て、引用するなど

 ③自己目標の達成状況を振り返り、次の課題を明確にする。 　しながら考えたこ

 　とや感じたことな

 　どを伝え合うこと

  　ができるか。

  

  

  

 

 後日 パフォーマンステスト    ・大単元（複数単元）

  ・「ＡＩの進歩と私たちの生活」に関する記事を読み、 ○ ○ ○ 　終了後実施

 　読んだことに基づいて考えたことや感じたこと、その　

　理由などを伝え合う。

単元終末の言語活動で、極力全員の学習状況を記録

に残すよう努める。確実に全員分の記録を残すのは

学期末のパフォーマンステスト及びペーペーテスト

の機会とする。

１つの言語活動で基本的には

３つの観点を一体的に評価

評価の時期は、「単元の終末」と「後日」を基本とするが、特定の言語材料

が確実に使用されるような機会を別途設定することも考えられる。

自らの学習を自覚的に捉えてい

る状況についても、年間を通じ

て評価する。

生徒に「自己調整」を図ること

ができるようにするための指導

として、学習の開始時に単元に

おける目標を設定させ、途中段

階、学習の終了時に適切な視点

をもって振り返りをさせること

が大切である。

当該単元等で指導した

言語材料

時間ごとの授業のゴールが単元の到達目標に近づくように、

取り組ませる言語活動を、単元を通じて繰り返し位置付ける

など、バックワードデザインで単元設計をする。

※表記の方法は参考資料の事例２～５も参考にすること。
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７□本時の活動（第８時） 

（１）目標 

□□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・することができる。　　 

（２）展開 

 
時間 学習活動

 指導上の留意点 評価の 
評価方法

 JTE ALT 場面

 ○分 １　挨拶をし、本時 ・全体に挨拶をし、個    

  　の目標について知 　別に数名の生徒とや    

  　る。 　り取りをする。    
       

     

     

     

  ２　Small Talkを行    

  　う。    
     

     

 ３（例）～する。      

         ～知る。   

 　　　　～表す。   

 

    

 ４ 知 活動観察 

  思 

  態 

 

 

 

 

 

 

  

５　振り返りをし、挨

　拶をする。 

 

 

 

 

 

８□評価及び指導の例（「話すこと［やり取り］」） 

 「十分満足できる」と判断され ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 る状況(a) ・・・・・・・・・・・・・・・・・している。

 「おおむね満足できる」状況(b) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 を実現するための具体的な指導 ・・・・・・・・・・・・・・・・・できるよう支援する。

「努力を要する」状況(c)と判断 ・・・し、・・・・よう個別支援を行い、・・・・・・・・・・

した生徒への事後指導 ・・・  ・・・しながら「おおむね満足できる」(b)を達成でき

るようにする。

　 

　【参考資料】 

　　・「中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 外国語編」　文部科学省 平成２９年７月 

　　・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」  国立教育政策研究所 令和２年３月 

　　・「令和２年度　中学校外国語教育担当者連絡協議会配付資料」　文部科学省　令和２年６月 

　　・「中等教育資料」　文部科学省

（生徒に提示する目標）・・・伝え合おう。

１人１台タブレット端末等を

メインで活用した場面を太字

で記入し、枠で囲む。

「おおむね満足できる」状況（ｂ）を実現した生徒が、更に質的な深まりや高まりをもっている姿を

具体的に想定して記述する。その際、評価にぶれが生じないように、（ｂ）基準をしっかり設定して

おくことが大事である。

ティームティーチングを行わない場合は、

ALTの欄は必要ない。

具体的なゴールがイメージできるような表現で提示する。

表現の領域（話すこと［やり取り］、話すこと［発表］、

書くこと）の評価においては、基本的には３つの観点を一体的に見る。

指導の手立てを具体的に想定して記述する。

「単元の目標」「指導と評価の計画」との整合性を図ること。


